










2 学習活動 

ねらい・学 習 活 動 
指導上の留意点 

支援( ●AU ○教科 ) 
主な ●AU ・教材 効果的だった指導法 

1  問題場面に出会う 

・動物園案内図を見て気付いた

ことを話す。 

○拡大した案内図を元に、動物

園の案内図に興味を持たせ、

いろいろな道があることを

知らせる。 

●問題文を提示し、題意を確実

につかませる。 

○動物園案内拡大図 

児童用・掲示用

 

【図の拡大】 

・興味関心を引く。 

・分かりやすい説明の

ために提示資料とし

て活用した。 

 

2   問題を把握する。 

 

 

 

・みきの話から歩く道のりを考

える。 

正門から 800ｍ 

キリンまで 500ｍ 

800＋500 で 1300ｍだ 

●「道のり」の意味を知らせる。

 

 

 

●問題文を丁寧に読ませ、分か

っていることや尋ねられて

いる事を確かめさせる。 

 

○「道のり」 

F-6.7 命名する①② 

D-3 操作する③ 

「～を使って考えましょう。」 

 

K-5 分かったことを表現

する① 

「分かった事を言ってください。」 

【児童用の拡大図】 

・児童が話し合いをす

る際に使用。拡大地

図の道を指で指し示

しながら、互いの意

見を出し合えた。 

 

3 1ｋｍとｍの関係について

知る。 

 

 

・1300ｍの長さを想像する。 

・みきが歩く道のりをｋｍを用

いて表す。 

●1000ｍを「1キロメートル」

といい、1ｋｍと書く事を知

らせる。 

○長さの単位が分かる。 

F-8命名する③ 

「1000ｍ」を「1キロメートル」

といい、「1ｋｍ」と書きます。 

○単位の掲示物 

 

 

 4 ｋｍを用いる練習をする。  

 ・展望台から、くじゃくを通

ってライオンまでの道のり

を考える。 

 ・単位の変換 

○時間があれば、何通りかの計

算をさせる。 

・場所を書いたカードを引か

せ、自分の道のりを考える

ゲームを行う。 

D-3操作する③ 

「練習しましょう。」 

K-5 分かったことを表現

する① 

「分かった事を言ってください。」 

【個別ワークシート】 

・実態に合わせ個別の

ワークシートを準備

した。 

⇒もっと細かいステッ

プで作文できるよう

なワークシートが良

かった。 

5 学習のまとめ 

  ・本時の内容を確認する。 

●子供の言葉でまとめさせる。

●新出語彙を確認する。 

K-5 分かったことを表現する① 

「分かった事を言ってください。」 

【話型】 

モデルとなる話し方を

提示し指導した。 

 

 

３ 本授業における成果と課題 

 

 本授業は、市外の日本語指導研究会の先生方が本教室に研修に来た時に公開授業したものである。 

 比較的、言葉を流暢に話せる子ども達だったため「算数特有の語彙」や「言い回し」を意識しなく

てもスムーズに授業を進めることができた。新出単位はしっかり理解することができた。また、個別

にワークシートも準備した。しかし、学習活動４の問題作りでは、文章力のある子と無い子の差が大

きく、頭の中で問題は作れているのに、文の表現方法が分からなかったり、相手に問題の意味が伝わ

らない文章になってしまったりしていた。もっと細かいステップで作文できるような(穴埋め文・文

のモデル)ワークシートを準備すべきだった。 

「言葉」で躓く児童、「考え方」で躓く児童、４人がそれぞれ苦手とするところが違うので、支援の

仕方も多様になる。４人のレベルの差を埋めるため、また、能力の高い児童にレベルの高いワークシ

ートを準備するなど、個々の実態に合わせた工夫が必要であると感じた。 

 

正門から、リスの森を通って、キリンの

前まで歩く道のりは何ｍありますか? 

1ｋｍ＝1000ｍ 
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